
令和８年度当初予算の主な事業

３ 政策 「安全」

住民が津波リスクや避難に必要な情報を適切に把握できるよう、県が
公表する新たな地震・津波被害想定に基づき、津波ハザードマップを
作成する

【防災まちづくり課】

③ 津波ハザードマップの作成 8,400千円

被災者支援業務の迅速化・効率化のため、和歌山県が県内一括調達す
る整備事業に参画し、被災者生活再建支援システムの整備に取り組む

導入時期 Ｒ９年４月～
主な機能 ①建物被害認定調査機能、②罹（り）災証明書発行機能、

 ③被災者台帳機能

【防災まちづくり課】

② 被災者生活再建支援システム整備事業
2,420千円

高潮による浸水時の避難に役立てるため、浸水時における浸水情報や
避難場所を示した高潮ハザードマップを作成し、市民への配布を行う

【管理課】

④ 高潮ハザードマップの作成 6,000千円

周辺自治体と連携し、今後の広域防災について、課題を共有するとと
もに、課題解決に向けた協議、検討を行う

構成市町 田辺市、みなべ町、白浜町、上富田町、すさみ町
事業内容 共通課題の解決に向けた協議・検討、田辺周辺広域災害

対応計画（仮称）の策定、広域防災訓練の実施等
Ｒ８年度  ①田辺周辺広域災害対応協議会（仮称）を設立
   ②共通課題の解決や具現化に向けた協議、検討

【防災まちづくり課】

① 広域防災体制の確立に向けた取組 （ゼロ予算）
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令和８年度当初予算の主な事業

３ 政策 「安全」

耐震診断の結果、地震発生により倒壊の危険性がある住宅の耐震改修
又は除却を行うための設計費及び工事費に対して総合的に補助を行う

耐震改修 下記①と②との合計額
①耐震補強設計費及び耐震改修工事費の2/5以内

   補助限度額 １棟当たり575千円（国）

②耐震補強設計費及び耐震改修工事費から①の額を減じて得た額
   補助限度額 １棟当たり925千円

（県1/2 上限370.5千円、市は県費を控除した額）

※Ｒ６年度から市単独事業で実施していた184千円の上乗せ補助は
  Ｒ８年度で終了予定

除却 非現地建替え又は移転に伴う除却工事費の23％以内
補助限度額 １棟当たり500千円
（国11.5％ 上限250千円、県5.75％ 上限125千円、市 5.75％ 上限125千円）

Ｒ８年度 55棟
【建築課】

】

⑤ 住宅耐震改修事業費補助金 80,660千円

人の生活圏に出没した危険鳥獣から市民の安全を守るため、緊急的に
銃猟を実施するための体制を整備する

【農業振興課】

⑧ 緊急銃猟実施体制整備事業 2,700千円

大雨時における浸水対策として、農業用水路等の改良及び排水施設の
整備を行う

事業期間 Ｒ５年度～Ｒ９年度
総事業費 1,907,120千円
事業内容 測量設計、ゲートポンプ整備４基、

  水路工 Ｌ=537ⅿ Ｗ=0.6ⅿ～1.7ⅿ ほか
Ｒ８年度  ゲートポンプ整備、水路工ほか

【農業振興課】

⑥ 万呂地区浸水対策事業 590,700千円
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救急業務の円滑化を図るため、マイナ保険証を活用した救急業務を実
施する

【消防総務課】

⑨ マイナ保険証を活用した救急業務 459千円
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事業期間 Ｒ７年度～Ｒ10年度
総事業費 817,800千円
事業内容 ポンプ設備の更新、建屋の補強工事
Ｒ８年度 ポンプ設備の更新 （Ｒ８年度～Ｒ10年度債務負担）

【都市計画課】

⑦ 背戸川第一ポンプ場整備事業 （債務負担行為）
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